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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

各連合のリーダーは、１年～６年のメンバーをしっかりリードしてくれました。選手たちの活躍に応援団のボルテージが上がります。

５月18日（土）、今年の六煌祭は五月晴れの空の下、終日グラウンドで熱い闘いが繰り広げられました。今年の

スローガンは、「燎（かがりび）」。生徒一人一人が個性を輝かせ、いのちの炎を燃やすことを願ってのスローガン

だと思います。５月28日（火）に実施した生徒総会では、執

行部より、次のように説明されました。

六煌祭の企画・運営に当たっては、執行部全員が精一杯頑

張り、輝いてくれました。今年は直前の10連休のために準備期

間が圧迫され、苦労したことと思います。各連合のリーダーや

各種委員会、部活動も一丸となって執行部を支え、村上中等

教育学校らしい清々しい体育祭にしてくれました。

応援合戦での緑連合、青連合、赤連合、黄連合の様子。選曲・振り付け等に工夫を凝らし、個性的な応援を披露しました。

令和元年度生徒会スローガン 「燎」

一つ一つの燎には種類があり、とても小さい燎や、大きく燃え広がっ

ている燎などがあります。これらが燎である限り、何があっても絶対

に消えず、ずっと燃えつづけます。このように、皆さん一人一人には

個性がありますが、全員が「何事にも挑戦する気持ち」をもってほ

しいという願いが込められています。 （「生徒総会資料」より）


